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研究成果の概要（和文）：老人ホームの看護管理者に対するアンケート調査を行った。看護管理者は、高齢者は、脱水
症の診断をすることが難しいと認識しており、新たな指標が必要だと感じていた。次に、老人ホームの高齢者に対して
、血液検査、唾液の採取、口腔内水分量、脇の下の温度、湿度、体内水分量を測定した。その結果、脱水症のリスク評
価指標として有効なのは、脇の下の温度であり、唾液成分は、脱水症のリスク評価指標としては活用できないことが明
らかになった。

研究成果の概要（英文）：We conducted the questionary survey for the nursing manager of the nursing home. 
The elderly people recognized that it was difficult to diagnose dehydration, and the nursing manager felt 
it if a new index was necessary. Then, for the elderly people in nursing home, we measured a blood test, 
salivary sampling, an intraoral fluid volume, temperature, the humidity under the side, an internal fluid 
volume. As a result, it was temperature under the side to be effective for risk metrics of dehydration, 
and, as for the saliva ingredient, what we could not utilize for risk metrics of dehydration was found.

研究分野：老年看護学
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１．研究開始当初の背景 

高齢者の脱水症予防は社会的な課題であ

り、学際的アプローチの必要性がいわれてい

る。わが国の高齢者ケアの現場においては入

居者の約６割が脱水症のリスク状態にある

という報告もあるが、脱水症予防のケアは確

立されておらず、個別的なアセスメントが十

分に行われないまま、一律的な水分摂取を行

うなど高齢者の尊厳を尊重したケアが実施

されていない現状がある。脱水症予防のケア

の確立を困難にしている理由として、従来、

臨床症状や血液データなどから脱水症の診

断がなされてきたが、高齢者は臨床症状と臨

床検査所見が一致しなかったり、進行が急激

であったりなどアセスメントが難しいこと

があげられる。また、介護施設で生活する高

齢者の場合は、血液データの採取も困難であ

るため診断をより難しくしている。これらの

問題を解決するためには、血液データに依ら

ない簡便なアセスメント指標の開発が必須

である。 

諸外国では、高齢者に多い高張性脱水の指

標として血清ナトリウム値 145mEq、血清浸透

圧値 295-300mEq を基準として診断に活用し

ている。我が国の高齢者でも同様の値を基準

として活用できることが明らかになりつつ

ある。しかし、血液データに依らないアセス

メント指標については未だ確立されていな

い。特に、施設に入居している要介護高齢者

の場合には、介護職にケアが委ねられる場合

も多く、脱水症予防のための簡便なアセスメ

ント指標を早急に開発する必要がある。 

本研究では、血液データに代わる指標とし

て「唾液」に着目した。唾液は容易に採取が

可能で、唾液中には血液とほぼ同様の化学成

分が含まれていることから、唾液中の化学成

分濃度をもとに脱水症のアセスメントに応

用できないかと考えた。今までに、脱水症の

アセスメント指標としての「唾液」の有用性

について研究した報告はみられない。血液デ

ータと唾液中の化学成分濃度との関連性を

分析することで、唾液によるスクリーニング

が可能になると考える。 

 

２．研究の目的 

高齢者の脱水症予防のアセスメント指標

としての「唾液」の有効性を明らかにし、要

介護高齢者に対する脱水症を予防するため

のアセスメント指標を開発することを目的

とする。 

 

３．研究の方法 

１）全国の特別養護老人ホームの看護職と介

護職に対する「脱水症予防のアセスメントの

現状と課題」に関するアンケート調査を実施

する。 

２）地域高齢者の尿比重値を基に口腔内・腋

窩の湿潤度との関連性を明確にし、アセスメ

ント指標としての活用可能性を検討するた

めの調査を行う。 

３）地域高齢者の脱水症予防に関する認識を

明らかにするためのインタビュー調査を行

う。 

４）特別養護老人ホームにおいて、実際に行

われている脱水症予防のためのアセスメン

トとケアを科学的な指標を用いて評価する

とともに、アセスメント指標としての唾液の

有用性を検討する。 

 

４．研究成果 

１）特別養護老人ホームの看護管理者に対す

る認識に関する実態調査 

看護管理者は、特養における脱水症のリス

ク評価について、「やや難しい」と回答した

者が 152 人(45.7%)で最も多く、次いで「や

や容易である」が 80 人(24.0%)、「かなり難

しい」が 37人(11.1%)、「かなり容易である」

が 33人(9.9%)の順であった。「非常に容易で

ある」「非常に難しい」と回答した者はごく

少数であった。困難な内容は、「脱水症予防



を確実に行うためのスタッフの数を確保す

ること」「脱水症を予防するためのチーム体

制を整えること」「脱水症を疑ったときに血

液検査をすること」の順であった。 

以上より、血液検査を行い、アセスメント

に活用することは難しい現状であることが

示唆された。 

２）地域高齢者を対象とした調査結果 

1.尿比重値と生理的・主観的データとの関連 

9 名の尿比重の平均値は、1.018±0.0064

であり、口 

腔内水分量は 30.0±2.7、体内水分量は、28.5

±2.8kg、腋窩の湿潤度は、拭き取り前が 35.1

±3.5%、拭き取り後が 34.7±3.4%であった。

主観的指標では、口渇感の有無は 2.1±0.9

であり、めまいの有無は 1.0±0.0、他の自覚

症状の有無は 1.2±0.7 であった。尿比重値

と生理的・主観的指標との相関関係は全てに

おいて見られなかった。 

2.尿比重値が高値であった 5名の分析結果 

生理的指標では、尿比重は 1.023±0.0038

であり、口腔内水分量は 29.6±2.8、体内水

分量は 27.6±2.3kg、腋窩の湿潤度は拭き取

り前が34.1±4.2%、拭き取り後が34.2±2.9%

であった。主観的指標では、口渇感の有無は

2.0±1.0であり、めまいの有無は1.0±0.0、

他の自覚障害の有無は 1.4±0.8 であった。

尿比重値を基準として腋窩の湿潤度は、拭き

取り前は強い正の相関(r=0.72)であり、後は

強い負の相関(r=-0.78)であった。口腔内水

分量は中等度の正の相関((r=0.46)、口渇感

の有無は中等度の負の相関（r=-0.45）がみ

られた。 

以上より、高齢者の脱水症のアセスメント

指標としての腋窩の湿潤状態の活用可能性

が示唆された。 

３）地域高齢者に対するインタビュー調査 

脱水症に関する認識では、高齢者は、【脱

水症にはなりたくない】という強い思いが基

盤となり、[水分を摂らなければならない]な

ど【自己の責任において脱水症を予防しなけ

ればならない】と感じていた。また、【部屋

の温度管理が必要だ】と室温管理の重要性を

認識していた。しかし、 [水分をどれだけ摂

ればいいのかわからない][脱水症かどうか

の判断が難しい]など【脱水症予防をする事

は難しい】と感じていた。そのため、【周囲

からのサポートがあればいいと思う】と支援

の必要性を感じていた。 

予防行動については、高齢者は、水分摂取

の時間や量、種類を決めており【水分摂取に

努める】行動をとっていた。また、[自分で

情報収集を行う]、友人や近隣と[情報の共

有]を行っており、【脱水症に関する知識を得

る】ための行動もとっていた。情報収集を行

うなかで、【熱中症の予防をする】ことが脱

水症の予防に繋がることを知り、[室温調節]

や[塩分摂取にも気をつける]などの行動を

行っていた。さらには、【保湿に努める】と

いう行動を通して肌や喉の乾燥を予防して

いた。 

以上より、地域高齢者は、自ら脱水症を予

防する必要性を痛感し予防行動に努めては

いるが、その困難さも感じている事や、脱水

症に関する情報を更に求めていることが明

確になった。 

４）特別養護老人ホームに入居している高齢

者に対する調査 

BUN/Cr値と他の指標と間で有意（p<0.05）

な正の相関があったのは、脈拍、腋窩皮膚表

面温度、腋窩湿度、K、BUNであり、負の相関

があったのは、口腔内水分量、Clであった。

BUN/Crの平均値は、脱水症の高リスク群（34

名）は、31.2±11.0、低リスク群（51名）は

15.7±3.1であった。高リスク群の方が低リス

ク群に比較し有意（p<0.05）に平均値が高か

ったのは、脈拍、体温、K、BUN、腋窩皮膚表

面温度であり、有意（p<0.05）に平均値が低

かったのは、BMI、Crであった。 

血清浸透圧値：292以上を脱水症の高リスク



群とし、292未満を低リスク群とした。2群間

で、唾液成分（Na、K,Cl、Bun,Cr）,腋窩温度、

湿度、口腔内水分量、体内水分量（細胞内、

細胞外、総水分量）体温、脈拍、血圧の平均

の差の認められた指標についてロジスティッ

ク回帰分析を行った。その結果、最終的に腋

窩温度のみが有意な変数であった。唾液成分

は有意ではなく、脱水症のリスク評価指標と

しては有用ではないという結論に至った。反

対に、腋窩温度は、先行研究では明らかにさ

れてこなかった新たな脱水症のリスク評価指

標として有用であることが示唆された。 
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